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希代の美術史家しのび
本瑞寺岩村透の百回忌

【三
浦
】
美
術
批
評
で
日
本

美
術
界
の
発
展
に
先
駆
的
な
役

割
を
果
た
し
た
山百何透
（１
８

７
０
〜
１
９
１
７
年
）
の
百
回

忌
法
要
が
９
日
、
書
提
寺
の
本

瑞
寺
（三
浦
市
三
崎
）
で
執
り

行
わ
れ
た
。
遺
族
や
学
術
関
係

者
ら
約
１
２
０
人
が
参
列
し
、

岩
村
の
墓
前
で
手
を
合
わ
せ
る
関
係
者
ら日本

瑞
寺

三
崎
を
愛
し
た
美
術
史
家
を
し

の
ん
だ
。

山百村は
東
京
出
身
で
フ
ラ
ン

ス
な
ど
に
留
学
後
、
東
京
美
術

学
校
（現
・墓
曇
ム綿大
学
）

の
初
代
西
洋
美
術
史
教
授
に
就

任
。
著
書
「巴
里
の
美
術
学

生
」
（１
９
０
３
年
）
は
若
い

画
家
た
ち
に
影
響
を
与
え
た

ほ
か
、
雑
誌
「美
術
新
報
」

な
ど
の
編
集
に
携
わ
り
、
美
術

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
振
興
に

も
注
力
し
た
。
三
浦
半
島
の
美

し
さ
に
ひ
か
れ
、
１２
年
夏
ご
ろ

に
三
崎
に
別
荘
を
建
設
．
療
養

生
活
を
送
り
、
４７
歳
で
亡
く
な

った
。

法
要
で
洞
外
文
隆
住
職
（７８
）

が
「先
生
が
こ
の
寺
に
眠
って

い
る
こ
と
は
大
き
な
誇
り
」
と

あ
い
さ
つ
。
岩
村
の
孫
で
施
主

の
岡
添
正
さ
ん
（９６
）は
「花
を

大
変
愛
し
た
人
だ
った
の
で
、

墓
の
周
り
な
ど
を
花
で
飾
って

下
さ
り
、
故
人
も
感
謝
し
て
い

る
と
思
う
」
と
話
し
た
。

山有利の
研
究
を
四
半
世
紀
続

け
る
塁
宗大
学
大
学
院
の
今
橋

映
子
教
授
（５５
）が
功
績
を
紹
介

し
、「今
こ
そ
覚
え
て
も
ら
い
、

未
来
の
遣
産
と
し
て
残
って
ほ

し
い
人
」
と
強
調
。
山百何が
三

浦
半
島
南
部
沿
岸
を
「南
欧
の

趣
が
あ
る
。近
所
に
伊
太
利
（イ

タ
リ
ア
）
が
あ
る
」
と
し
た
逸

話
に
も
触
れ
た
。

交
流
の
あ
った
画
家
ら
が
１０

年
忌
の
際
に
追
悼
で
奉
納
し
た

作
品
群
「岩
村
文
庫
」
（同
寺

所
蔵
）
な
ど
も
公
開
さ
れ
た
。

（鴻
谷
創
）

imahashi.eiko
『神奈川新聞』2016年10月12日（水）朝刊

imahashi.eiko

imahashi.eiko



imahashi.eiko
『三崎港報』2016年10月12日（水）



imahashi.eiko
『日本経済新聞』2016年10月20日（月）朝刊


